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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地上に垂直に固定される基礎杭パイプと、
　上方拡大の円錐台形状で、前記基礎杭パイプの上端にこれと同心的に固着されるテーパ
駒と、
　前記テーパ駒の外周に巻き回され、下端が前記基礎杭パイプの上端に係止され、上端が
テーパ駒の上部外周に伸縮動可能に係止される楔ばねと、
　下端部が、前記楔ばね、前記テーパ駒及び前記基礎杭パイプに外挿され、かつ下端が所
定位置で下方向に止められ、基礎杭パイプと同心的に上方へ延びるように基礎杭パイプに
接続される支柱パイプとを具備し、
　前記楔ばねの上端部は、前記支柱パイプを外挿するときに支柱パイプの内周に接触して
下方へ圧縮されることによって支柱パイプの外挿を許容し、かつ前記テーパ駒の上部外周
と支柱パイプの内周との間に介在することで、相互の接触抵抗により、支柱パイプを基礎
杭パイプから抜け止め可能に構成されることを特徴とする支柱パイプの固定構造。
【請求項２】
　前記基礎杭パイプは、中心にねじ孔を有する蓋で上端が閉じられ、下部が地中に打ち込
まれ、
　前記テーパ駒は、前記基礎杭パイプの蓋のねじ孔に螺合するボルトにより基礎杭パイプ
に固着されることを特徴とする請求項１に記載の支柱パイプの固定構造。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フェンスなどの支柱パイプを基礎杭パイプに外挿して接続し、かつ固定する
支柱パイプの固定構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、杭パイプの上部に支柱パイプのような他のパイプを接続する構造として例えば特
許文献１に記載された構造が知られている。これは、杭パイプの上部に接続されるパイプ
の下端部に、杭パイプの内径より小径の段付き小径部を形成し、この小径部を杭パイプの
上部に差し込んで当該パイプを接続するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１８２６４９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の接続構造においては、上部のパイプが容易に上方へ抜けてしまうと
いう課題がある。
　したがって、本発明は、杭パイプの上部に外挿することにより支柱パイプを接続したら
、そのままで上方へ確実に抜け止めされる支柱パイプの固定構造を提供することを目的と
している。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下、添付図面の符号を参照して説明するが、本発明はこれに限定されるものではない
。
　上記課題を解決するための、本発明の支柱パイプの固定構造は、地上に固定される基礎
杭パイプ１と、上方拡大の円錐台形状で、基礎杭パイプ１の上端にこれと同心的に固着さ
れるテーパ駒４と、テーパ駒４の外周に巻き回され、下端が基礎杭パイプ１の上端に係止
され、上端がテーパ駒４の上部外周に伸縮動可能に係止される楔ばね７と、下端部が、楔
ばね７、テーパ駒４及び基礎杭パイプ１に外挿され、かつ下端が所定位置で下方向に止め
られ、基礎杭パイプ１と同心的に上方へ伸びる支柱パイプ８とを具備する。楔ばね７の上
端部は、支柱パイプ８を外挿するとき、支柱パイプ８の内周に接触して下方へ圧縮される
ことによって支柱パイプ８の外挿を許容し、かつテーパ駒４の上部外周と支柱パイプ８の
内周との間に介在することで、相互の接触抵抗により、支柱パイプ８を基礎杭パイプ１か
ら上方へ抜け止め可能に構成される。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の支柱パイプの固定構造においては、支柱パイプを杭パイプの上部に外挿するだ
けで容易に接続することができ、そのままで上方へ確実に抜け止めされる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明に係る支柱パイプの固定構造を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
　図１において、基礎杭パイプ１は、下部が地中に打ち込まれ、やや上細りの上部が地上
に起立している。基礎杭パイプ１は、中心にねじ孔２を有する蓋３で上端が閉じられる。
【０００９】
　上方拡大の円錐台形状のテーパ駒４が、基礎杭パイプ１の蓋３の上に、これと同心的に



(3) JP 5607774 B2 2014.10.15

10

20

30

40

、ボルト５で固着される。テーパ駒４は、下端の外径が蓋３の外径よりやや小さく、中央
にボルト孔６を有する。
【００１０】
　テーパ駒４の外周に楔ばね７が巻き回される。楔ばね７は、テーパ駒４の外周に沿うよ
うに、その巻き直径が下方に向かって徐々に小さくなっている。楔ばね７の下端は、基礎
杭パイプ１の蓋３の上に係止され、上端は、テーパ駒４の上部外周に伸縮できるように係
止される。
【００１１】
　支柱パイプ８は、基礎杭パイプ１及びテーパ駒４の上端部の直径よりわずかに大きい内
径を有する。支柱パイプ８は、下端部が、楔ばね７、テーパ駒４及び基礎杭パイプ１に外
挿され、かつ下端がスペーサ９で下方向に止められ、基礎杭パイプと同心的に上方へ伸び
る。支柱パイプ８の内周とテーパ駒４の上端部外周との間の隙間Ｓは、楔ばね７の直径よ
り小さくなるように設定される。
【００１２】
　基礎杭パイプ１上に楔ばね７とテーパ駒４を取り付けた状態で、上方から支柱パイプ８
を外挿していくと、その下端部内周が楔ばね７に接触してこれを下方へ圧縮し、楔ばね７
の上端部をテーパ駒４の小径部分まで押し下げつつ下降し、下端がスペーサ９に当接して
止まる。
【００１３】
　この状態で、楔ばね７は復元し、テーパ駒４の上部外周と支柱パイプ８の内周との間に
楔ばね７の上端部が介在する。テーパ駒４の上部外周と支柱パイプ８の内周との間に楔ば
ね７の上端部が噛み合うことで、支柱パイプ８を基礎杭パイプ１から上方へ抜け止めする
。
【００１４】
　なお、基礎杭パイプ１は打ち込み式のものでなくても本発明を適用できる。基礎杭パイ
プ１上へのテーパ駒４の固定方法は、種々の公知のものを採用できる。支柱パイプ８の下
端は、地面に突き付けてもよいし、基礎杭パイプ１の外周に固定された適宜の固定部材に
突き付けてもよい。
【符号の説明】
【００１５】
１　　基礎杭パイプ
２　　ねじ孔
３　　蓋
４　　テーパ駒
５　　ボルト
６　　ボルト孔
７　　楔ばね
８　　支柱パイプ
９　　スペーサ
Ｓ　　隙間
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